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デイサービス利用者への満足度調査をとおして 

～食事の満足度向上を目指した取り組み～ 
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１．はじめに 

楽いちデイサービス（以下当施設）は、平

成 14 年 7 月の開設当初より利用者の自立に

向けたリハビリテーション(以下リハビリ)を

応援している施設である。平成 19 年の 1 月

に浴室・トイレを増築したことにより、入浴

する利用者が増えた。そこで利用者の要望を

知る為にサービス全体の満足度調査を実施し

た。その結果、入浴に関しての満足度は得ら

れている一方、食事に関しての満足度が低い

ことが明らかになった。 

ここでは、今回実施した満足度調査の結果

を報告し、次いで最も満足度が低かった食事

に対して取り組んだ結果を報告する。 

２．楽いちデイサービスの概要 

当施設は、定員 45 名（土曜日 25 名）、利

用者数は 161名（男性 80名、女性 81名）で

ある。利用者は個別リハビリプログラムに沿

って午前は集団体操・入浴(希望者)を行う。

午後は個別機能訓練・パワーリハビリ・物理

療法・マッサージ・カラオケ・麻雀・囲碁・

各種作業などを組み合わせて実施している。 

３．方法 

利用者に対し、調査用紙を用いて以下の項

目について尋ねた。自己記入が出来ない利用

者へは職員が聴取した。 

①職員の接し方や態度②入浴③食事④午前中

の過ごし方⑤午後の過ごし方⑥送迎⑦設備⑧

苦情対応⑨情報提供 

①～⑨の項目は 5段階[5．大満足 4．満足 

3．どちらでもない 2．不満 1．大変不満]

で評価してもらった。 

４．結果 

利用者 161名中 136名（84.5％）から回答

を得た。「大満足」、「満足」と回答した人数は

以下の通りであった。 

①接し方や態度  ：122名（92％） 

②入浴      ： 62名（77％） 

③食事      ： 63名（60％） 

④午前中の過ごし方：111 名（88％） 

⑤午後の過ごし方 ：101名（83％） 

⑥送迎      ：109名（84％） 

⑦設備      ：109名（86％） 

⑧苦情対応    ： 79名（71％） 

⑨情報提供    ： 94名（76％）  

５．食事に対する満足度と取り組み 

9 項目のうち、食事を除いた 8 つの項目は

70％以上の利用者が満足していた。しかし、

食事に対しては満足と答えた利用者は 60％

であり、最も低かった。食事に関して、 

・たまに内容の違ったものが食べたい 4名 

・ご飯が固い            2名 

・ご飯の容器が食べづらい      1名 

・食材にアレルギーがある      1名 

・たまに麺やパンも食べたい     1名 

 などの意見があった。 

当施設で提供する食事は、デイサービス開

設当初より、地域の企業を応援するため、近

くの割烹料理屋に食事を委託している。 

今回の満足度調査において、食事の満足度

が低かったことから、先ずは 2 つの対策を行

った。一つ目は、他の店（近くの定食屋）の

食事も提供することで、選択肢を増やし、利

用者本人の嗜好が反映できるようにした。二

つ目は、容器に関して、食べづらい利用者に

は茶碗や小鉢に移して食事を提供した。  

６．考察 

今回は多かった意見に対しての取り組みを

行ったが、今後一人の意見にもしっかり対応

していきたい。利用者が自宅以外で食事する

ことも楽しみの 1 つにしていると再認識し

た。まだ取り組みを始めたばかりだが今後も

利用者が快適な食事が出来るよう、常に努力

していきたい。 

今回は食事のことに着目したが、他の項目

でも 100％満足していないことが分かった。

今後全ての項目について 100％を目指してい

く。そのためにも、定期的な満足度調査や目

安箱を増やし、普段時間を共にしていても感

じられない意見や姿勢を汲み取っていく必要

がある。 

 


